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柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

一般質問

浦子内地区で行われていた村営の水力発電所
（大正時代）

一般質問

山
やま

崎
ざき

 邦
くに

廣
ひろ

 議員
　
　
　
町
の
伝
統
文
化
な
ど
文

化
的
資
源
活
用
の
基
本
的
考
え

方
を
伺
う
。

　
　
　
町
の
観
光
客
入
込
数
は
、

令
和
元
年
度
に
約
49
万
８
千
人

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
令
和
２

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
の
影
響
を
大
き

く
受
け
、
約
18
万
人
に
ま
で
落

ち
込
ん
で
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
平
成
28
年
に

設
立
の
く
ず
ま
き
観
光
地
域
づ

く
り
協
議
会
で
推
進
す
る
「
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
取
組

み
で
は
、
塩
の
道
や
七
滝
、
馬

町
長

　
　
　
文
化
的
資
源
を
役
立
て

る
具
体
的
方
策
を
伺
う
。

　
　
　
地
域
の
伝
統
文
化
を
維

持
保
存
・
継
承
し
て
い
く
こ
と

は
、
風
土
や
歴
史
を
後
世
に
引

き
継
い
で
い
く
上
で
、
最
も
重

要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
伝
統

文
化
に
対
す
る
理
解
を
広
め
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
後
継
者

の
育
成
、
町
内
外
に
そ
の
魅

力
を
伝
え
る
機
会
の
創
出
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
が
望
ま
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
町

民
ま
つ
り
や
ま
ち
な
か
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
お
い
て
発
表
の
場
創

町
長

議
員

議
員

問

答

文化的観光資源の活用策は

保存継承と合わせ検討を推進

資
源
活
用
の
考
え
方

想
定
す
る
活
用
方
法

淵
川
源
流
な
ど
の
史
跡
、
文
化

財
、
名
勝
地
な
ど
他
の
地
域
に

は
無
い
観
光
資
源
や
文
化
的
資

源
を
活
用
し
、
町
内
を
広
く
周

遊
で
き
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
設

定
し
、
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
伝
統
的
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
で
あ
る
「
く
ず
ま
き
秋
ま

つ
り
」
に
お
い
て
は
、
葛
巻
神

楽
、
七
つ
物
、
葛
巻
さ
ん
さ
踊

り
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、

町
外
か
ら
の
観
光
客
が
山
車
組

に
参
加
し
秋
ま
つ
り
を
体
感
で

き
る
取
組
み
を
支
援
す
る
な
ど

更
な
る
誘
客
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
引
き
続
き
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
観
光
資
源
の
開
発
に
努

め
、
誘
客
や
交
流
人
口
の
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
く
と
と
も
に
、

新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
、
先

人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝

統
文
化
、
あ
る
い
は
地
域
の
風

土
や
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
文
化
的
資
源
の
活

用
の
検
討
も
進
め
た
い
。

問

答

介護等高齢者福祉向上対策について

実態把握に努め、介護予防を推進

　
　
　
高
齢
者
の
一
人
暮
ら

し
の
現
状
と
今
後
の
動
向
は
。

　
　
　

令
和
３
年
４
月
１
日

現
在
の
当
町
の
人
口
は
、
５
８

１
８
人
、
う
ち
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
人
口
は
２
７
８
４
人
で
、

高
齢
化
率
は
47
・
９
％
で
あ
る
。

　
ま
た
、
世
帯
数
は
２
６
９
２

世
帯
、
う
ち
高
齢
者
の
一
人
暮

ら
し
世
帯
は
、
施
設
入
所
者
を

町
長

議
員 高

齢
化
が
進
む
当
町
の
現
状

お弁当と牛乳を配達しながら、高齢者に声をかけるボランティア

含
め
７
７
３
世
帯
で
、
28
・

７
％
で
あ
る
ほ
か
、
高
齢
者
の

み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
は
４

６
４
世
帯
あ
り
、
17
・
２
％
で
、

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
高
齢
者

世
帯
は
１
２
３
７
世
帯
、
45
・

９
％
と
な
る
。

　
現
在
、
総
世
帯
数
の
約
半
数

が
高
齢
者
世
帯
と
な
っ
て
い

る
が
、
人
口
減
少
に
伴
い
高
齢

者
の
人
口
は
減
少
に
、
高
齢
者

世
帯
は
更
に
増
加
し
て
い
く

と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
「
老
老
介
護
」、「
認

認
介
護
」
の
実
態
と
対
応
は
。

　
　
　

65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
「
老
老
介
護
」
の

実
態
は
、
令
和
２
年
度
の
調
査

で
61
世
帯
を
確
認
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
認
知
症
の
要
介
護
者

を
認
知
症
の
介
護
者
が
介
護

し
て
い
る
「
認
認
介
護
」
の
実

態
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状

況
に
至
っ
た
主
な
原
因
の
17
・

４
％
が
「
認
知
症
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
認
認
介
護
」
の
世

帯
も
相
当
数
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
実
態
へ
の
対
応

と
し
て
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
「
高
齢
者
実
態
把

握
調
査
」
の
ほ
か
、
町
に
よ
る

認
知
症
早
期
発
見
に
関
す
る

「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
」、
保

健
師
に
よ
る
「
訪
問
活
動
」、

民
生
委
員
や
地
域
安
心
生
活

支
援
員
等
と
の
「
情
報
集
積
・

連
携
」
な
ど
に
取
組
み
、
実
態

把
握
に
努
め
る
。

議
員

町
長

　
併
せ
て
、
介
護
者
の
レ
ス
パ

イ
ト（
※
）の
確
保
、
在
宅
で
の

生
活
を
継
続
し
な
が
ら
の
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の

ほ
か
、
介
護
予
防
に
向
け
た
取

組
み
も
進
め
て
い
く
。

　
　
　
介
護
施
設
へ
の
入
所

希
望
待
機
状
況
と
、
入
所
要

件
が
要
介
護
３
以
上
と
な
っ

た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
入
所
状
況
は
。

　
　
　

令
和
３
年
６
月
18
日

現
在
、
町
内
の
施
設
別
入
所
希

望
待
機
者
は
、
高
砂
荘
・
す
み

れ
荘
で
74
人
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

く
ず
ま
き
で
は
72
人
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
和
や
か
く
ず
ま
き

で
は
１
人
、
介
護
療
養
型
医
療

施
設
葛
巻
病
院
で
は
待
機
者

ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
へ
の
入
所
状
況
は
、
高
砂
荘

は
55
人
定
員
に
対
し
55
人
、
す

み
れ
荘
は
20
人
定
員
に
対
し

20
人
入
所
し
て
い
る
。

議
員

町
長

出
の
ほ
か
、
郷
土
芸
能
の
保

存
・
伝
承
の
重
要
性
か
ら
平
成

24
年
度
に
「
葛
巻
町
郷
土
芸
能

団
体
連
絡
協
議
会
」
を
組
織
す

る
と
と
も
に
、
平
成
26
年
度
か

ら
は
「
葛
巻
町
郷
土
芸
能
発
表

会
」
を
開
催
し
、
多
く
の
方
か

ら
観
覧
い
た
だ
く
な
ど
、
そ
の

活
動
を
支
援
し
て
き
た
。

　
一
方
で
伝
統
文
化
な
ど
文
化

的
資
源
を
観
光
資
源
に
生
か
し

て
い
く
た
め
に
は
、
観
光
客
等

に
対
す
る
安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
体
制
の
整
備
が
重
要
で
、

特
に
も
、
取
組
み
を
支
え
る

後
継
者
の
育
成
や
、
伝
統
文
化

の
一
層
の
磨
き
上
げ
が
重
要
で

あ
り
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
と

思
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
伝
統

文
化
な
ど
「
文
化
的
資
源
」
を

観
光
資
源
と
し
て
役
立
て
て
い

く
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
・
団
体
の
皆
さ
ん
と

専
門
的
な
知
見
を
交
え
な
が
ら
、

保
存
継
承
と
合
わ
せ
て
観
光
資

源
と
し
て
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

協
議
・
検
討
を
重
ね
た
い
。

※
レ
ス
パ
イ
ト
：
休
息
、

息
抜
き
。


